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款 項 目 大 中

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

186,218

国・県支出金 107,300 28,600 7,000 42,900

対前年比 66.1 111.9 135.3

財
源

一般財源 156,593 198,263 189,647

費
用

その他財源 133,800 36,400 97,948 169,723

正職員
従事者数 1.40

0

費用合計 397,693 263,263 294,595

従事者数 0.00 0.00 0.00 0.00

人件費 0 0 0

受益者負担 無

コ
　
　
ス
　
　
ト

Ｈ25決算額 Ｈ26決算額 Ｈ27決算額

1.17 1.34 1.45

人件費 7,701 6,436 7,371 7,976

Ｈ28予算額

直接経費 389,992 256,827 287,224 390,865

398,841

その他職員

公園の適正配置に努めるとともに、緑の保全・創出、自然にふれあえる公園を整備改修
し、市民に憩の場を提供する。

予算区分 8 4 5 3

内容（手段）
目的達成のため
にどのような事
業を実施したか

実施設計に先立ち、整備予定の各公園ごとに地域市民参加によるワークショップを開催
し、公園整備内容や整備後の維持管理・安全対策についての地域ニーズと小牧市緑の基
本計画を反映させた地域密着型の公園整備を進めます。
平成26年度は、児童遊園１０ヶ所の施設改修、岩崎山前区画整理内の岩崎山公園の法面
　　整備工事、三ッ渕南公園の整備を実施した。 また、市之久田公園、自才前の用地調査
    を実施し、小針公園整備に向け用地取得を行った。
平成27年度は、児童遊園１０ヶ所の施設改修、野口多目的広場、小針公園の整備及び
   岩崎山前区画整理内の岩崎山公園の園路・法面整備工事を実施した。また、
市民四季の森駐車場整備に向け用地取得を行い、（仮称）太良上池・下池公園
基本計画の策定を平成26～28年度において、実施しております。
　【H27直接経費内訳】
　　　報償費　　　　（300千円）　　需要費　　       （30千円）　　    役務費　　 　 (0千円）
　　　委託費　　（24,241千円）　　工事費　　 (193,385千円）　用地費　　　 (68,286千円)
　　　備品購入費　（145千円）　　負担金　　　　  (837千円)
（国支出金　社会資本整備総合交付金 2,500千円、特定防衛施設周辺整備交付金　4,500千円）
（その他財源　都市基盤整備基金繰入金 14,200千円、公園整備事業債　14,800千円
　　環境対策事業負担金　68,948千円）

平成28年度は、児童遊園７ヶ所の施設改修、小松寺区画整理内の東前公園、小牧南区画
  整理の浜井場公園の整備及び岩崎山前区画整理内の岩崎山公園の照明施設・間伐
 工事を行う予定である。 また、市之久田公園整備に向け用地取得を行い、市民四季の森
 駐車場整備に向け実施設計を行う予定である。なお、（仮称）太良上池・下池公園基本
 計画の策定を平成26～28年度において、実施しております。
　【H28直接経費内訳】
　　　報償費　　　　（324千円）　　需要費　　       （10千円）　　    役務費　　(2,323千円）
　　　委託費　　（40,170千円）　　工事費　　 (313,000千円）　      用地費　 (34,000千円)
　　　負担金　　 (1,038千円)
　（国支出金　社会資本整備総合交付金 12,400千円、特定防衛施設周辺整備交付金　20,000千円）
　（県支出金　市町村土木事業補助金　10,500千円）　（その他財源　都市基盤整備基金繰入金
 87,700千円、公園整備事業債　16,800千円、 環境対策事業負担金　65,223千円）

事業番号 206

平成28年度 事務事業評価シート

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

事務事業名 《公園緑地施設整備事業》　 担当部 都市建設部

会計区分 一般会計 事業類型 施設整備系 担当課 みどり公園課

事業期間 平成１２年度以前 ～ 平成３１年度以降

根拠法令・個別計画 小牧市緑の基本計画、小牧市都市計画マスタープラン

目
的

 何・誰を対象に 公園とその利用者

どの様な状態
にするのか

担当係 公園整備係

総合計画
新基本計

画

都市基盤 公園・緑地・緑道 公園・緑地・緑道の整備を推進します
施策等

重点事業 実施計画事業 ○



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

平
成
２
８
年
度
の

改
善
内
容

事
業
の
自
己
評
価

平
成
２
７
年
度
の
実
施
結
果

事業の
達成状況

平成２６年度に実施した地元区との調整・協議を活かし、利用者が憩える施設と緑を配置した
小針公園の拡張整備を完了した。また、継続して整備している近隣公園の岩崎山公園の園
路・法面整備を行った。さらに市民四季の森駐車場整備について、平成３０年度の整備に向
けて用地取得を行った。なお、野口多目的広場について、現況地盤の土質が悪いため、土質
試験を行った結果、地盤改良工の工法変更が必要となり、地盤改良に日数を要したことで平
成２８年度繰越工事となった。

事業実施におけ
る課題

公園整備や緑の創出・保全については、近年市民からの要望が特に強い事項であ
るが、限られた人員や事業費の中でこの要望を実施していくには現状を維持するこ
とが適切と判断する。

２９年度以降
の改善案

緑の基本計画の目標達成や地元要望の公園整備を進める上で国・県と調整・協議を行い、
特定財源の確保に努める。
H29－浜井場公園（7,000)、H30-町屋公園（1,500）+浜井場公園（3,000）＋市之久田公園（2,600）
＋市民四季の森（3,700)＝10,800、H31－小牧口西公園（2,100）+自才前（1,500)＝3,600
H32－岩崎山前公園（18,000）＋松林東（3,200）＋久保一色本田（1,300)＝22,500
計43,900  市民1人当たり都市公園面積７．７㎡／人

二
次
評
価

方向性の判定 判　定　理　由

維　持 一次評価のとおり。

土地区画整理事業以外の公園整備には、基本計画（都市計画決定）から用地取
得、ワークショップ、整備工事が必要となる。

基本施策の展開
方向の目的に対
する影響（貢献

等）

小針や岩崎山前公園等の整備及び児童遊園の改修を行ったことで、市民が身近に
緑とふれあえる場を提供した。

２８年度における
事業の改善・見
直し内容（新規

追加事項、廃止・
削減事項等）

公園整備事業の中の東前公園は小松寺土地区画理事業に伴うものであり、当区画
整理事業は平成22年度に社会資本整備総合交付金の対象区域から外れたため、
小牧市単独事業として計画していた。しかし、当公園整備事業を進める上で愛知県
と調整・協議した結果、県の市町村土木事業補助金の支援が得られることになり、
一般財源の軽減を図った。

平
成
２
９
年
度
の
事
業
の
方
向
性

方向性の判定 維　持
事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの
（対象や手段を見直す場合も含む）

判定理由

市民一人あたりの都市
公園面積

㎡
/人

7.34 7.35 7.35 7.37

7.34 7.35 7.35

成果指標名 H25 H26 H27 H28

都市公園の箇所数
（緑地・緑道を含む)

箇所
106 107 107 108

106 107 107

2 1 0（小針公園拡張有）

業
　
　
　
　
績

活動指標名 H25 H26 H27 H28

都市公園新設箇所 箇所
2 1

児童遊園改修箇所 箇所
5 10 10 7

4 10 10

事業番号 206

0（小針公園拡張有） 1


